
平成３０年６月２１日 ＮＨＫ放送 取材メモ 

 

【出雲流庭園文化講座】 

庭園文化研究会では、この5月と6月に出雲文化伝承館から依頼を受け、出雲流

庭園文化講座を行いました。 

その様子は、島根県技術士会ホームページに掲載されているとおりです。 

平成30年5月27日( 日) の第1回は26人、6月24日( 日) の第2回は29人の出席があり

ました。 

実際に庭園を回ってのガイドでは、熱心に耳を傾けていただき、大変話が盛り

上がったことが印象的でした。 

出雲流庭園の魅力をより多くの人に知ってもらうことができたとうれしく思っ

ています。 

 

第1回講座 

武田技術士 

「出雲流庭園の魅力」 

 

 

 

 

 

 

第2回講座 

 宇野技術士 

「庭と屋敷」 

 

 

 

 

 

【ＮＨＫからの取材依頼】 

そのような中で第1回講座の後、島根県技術士会事務局にＮＨＫから島根の庭園

について取材の申し込みがありました。 



平成 30 年 6 月 21 日( 木) 16:50 
シブ 5 時 

初回は、林秀樹技術士と武田隆司技術士に対応していただき、ＮＨＫで取材を

受けました。 

内容は以下のとおりでした。 

１．6月21日放送（全国版）番組のために、島根ならではの地域資源のひとつとし

て出雲地方の庭を取材している。 

２．放送内容はまだ決定していないが、6月11日、12日に現場撮影を行いたい。 

３．米国の庭園専門誌のランキングで島根県の庭が京都に次いで多くランキング

されているのはなぜ。 

４．出雲流庭園の分布、特徴、成り立ち、定形化の理由、他県との比較、不昧公

や茶道との関係について。 

５．出雲平野の民家の庭（出雲流庭園）の特徴や分布。 

６．出雲平野で取材協力していただける一般民家はあるか？ 

 

上記１～５は説明していただき

ましたが、問題は６です。 

いろいろと思案したあげく、斐川

町にお住まいの嘉藤太史技術士に

相談したところ、快く引き受けてい

ただき、晴れて撮影に入る運びとな

りました。 

 

【当日の撮影】 

実際の撮影は、足立美術館や皆美、

平田本陣記念館などを中心で、一般

民家は最後になります。 

当日は、まず出雲文化伝承館で撮

影があり、林技術士が出雲流庭園の

特徴や魅力、松平不昧や茶道との関

連について話されました。 

その後、一般民家の庭ということ

で、嘉藤邸での撮影がありました。 

事前の打ち合わせなどほとんど

ありませんでしたが、奥様やお孫さ

んが大変うまく話されるので、とても驚きました。 



ご家族に協力してもらって撮影が進み、３世代家族全員が大変自然な感じに写

っており、本当によい映像になっていました。 

 

 

撮影は、家の前の農作業

風景から始まりました。 

 

 

 

 

 

 

農作業の合間でも、お茶

を飲みながら庭を楽しむ

というストーリーですが、

最初はややぎこちない感

じで進みました。 

 

 

 

 

ところが、お孫さんが学

校から帰ってくると、俄然、

活気づいてきました( 事前

の打ち合わせはなしです) 。 

 

 

 

 

 

 

  



 

ご家族の話も大変上手

で、誠によい雰囲気です。

スムーズに撮影が進みま

す。 

 

 

 

 

 

 

家の中から庭を映した

映像も撮りました。 

 

 

 

 

 

 

 

米国の庭園専門誌のランキングで島根県の庭が京都に次いで多くランキングさ

れているのはなぜか。 

年度によって異なりますが、アメリカの庭園雑誌The Journal of Japanese 

Gardeningのランキングでは、上位50位までに、島根が７庭園、京都が11庭園、東

京が６庭園入っています。 

田舎の過疎県としては驚異的なことです。 

島根県では、庭は特別なものではなく、ごく当たり前に日常生活に溶け込んで

います。 

「裾野が広いから、その頂点はすごい。」ということでしょうか。 


